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肪細胞 ･骨芽細胞 ･軟骨細胞 ･神経細胞 ･肝細胞への分化能を有しており,SSEA･4陽性歯髄
細胞は,骨芽細胞 ･軟骨細胞 ･神経細胞への分化能を有していた｡SSEA･4陽性ヒト歯根膜 ･
歯髄細胞のクローン細胞株を樹立し分化能を調べた結果,63.6% (14/22)のSSEA･4陽性ヒ
ト歯根膜細胞が脂肪細胞および骨芽細胞への分化能を,65.5% (19/29)のSSEA･4陽性ヒト
歯髄細胞が骨芽細胞への分化能を有していた｡1'DVl'TIOにおいて,SSEA-4陽性細胞が存在す
ることも認められた｡
本研究は,SSEA･4を用いて,ヒト歯根膜幹細胞,歯髄幹細胞を濃縮できることが示された
とともに,歯根膜幹細胞,歯髄幹細胞の新しい同定･分離法を提示したものである｡本論文審
査委員会は,全会一致で,本学位申請論文が博士 (歯学)の学位を授与されるに値する論文で
あると認めた｡
